
41.大津市真野小学校保管の

春日山古墳群出土遺物

大津市教育委員会は、昭和53年12月24日より30日に

かけて、市内墜凶所夜の若手日山古tn群の分布調主主を笑
施した.この捌迭は、開発工事に伴う遺跡の不時発見

書警の倣々の弊窃を5依然に防ぎ、加えて周知!の遺跡の現

状を把綴し、主E蔵文化財の保護に役立てることを目的

とするものである.

;fj;日山古tm障は、琵琶湖西鮮の!廷闘袋務の'I..'f後の丘
陵に立地する.古肢の総数は約 220~から成る湖西地

方最大の古級1障である.事長造時期{ま5世紀から 7世紀

初頭頃と推定され、当地繊の常侵としてワユ(手日到 ・

和迩)氏が想定されている(注1).当古1ft鮮は丸山習を

平氏によって 5文群に分けられ、その中のE支群(全

長65mの前方後円墳を含む)23~長 lま、昭和49年12月 23

日付けて'固め史跡に指定された.

2 
春日山古ttt鮮.の分布調査に!刻i息して、当古tJ't11学出土
の須目立採がtr，野小学校に保管=されている ζ とを知り、
この機会に未発表資料を紹介しておきたい，なお、真

野小学校保管巡物として、すでに勢悶成行氏によって

尖弱者告が紹介されている(注2). 

査杯1.口径13.7cm 総高 4.8cm 絞径13.0cm

事手臼山全景(東ヵ、ら)

14衣)111葵寺

天井部は比較的平らで、ロ縁部との境に殺を有する。

稜tま丸くやや鈍い。ロ綾部は直線的に外方へ開き、端

部にいたる.端部は内傾する段を有する。天井部の3

分の Zがへラ削り縞獲されている.胎土は密で2-3

mmの砂粒を含み、焼成は慾鍬である。色鈎は灰白色を

呈する。ヲミ弁部に一条のへラ記号を有する。~形品。

11杯 2. 口径14.4cm 器商 4.5cm 稜径13.6cm

天井筒iは比較的平らで、ロ縁部との境に稜を宥する。

口綾部lま内均ぎみに|苅<.端部は内傾する段を有する.

天井部の3分の2がへラ削り繭車まされている.胎土1;1

~，で、 焼成は~i級である.色倒は灰白色を呈する。;t;
3日間
II~r1Jl。

杯身 3.口径12.2cm 総務 4.7cm 受部径14.3cm

底部lま平らである.受・都tま斜め上方に突出し、端部

を丸くおさめる.立ち上が1)1;1外反ぎみで、織部iま内

傾する段を有する。底部の 3分の 2がへラ削り宮崎獲さ

れている。胎土Iま禽で、径 1-2mmの砂主立を含み焼成
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iま探級である。完形品。

杯身4.口径ll.4cm 総高 4.7cm 受部後13.3cm

l表部は丸〈、やや歪である。受・翻)I;j:斜め上方に突出

し、その端部Iま鋭い。立ちよがりは直線的で、その端

部li丸くおさめ、内傾する段を有する.底部の3分の

2がへラ自Ij1)潟担任されている。内部中央には同心円状

のタタキ目がある.胎土li官官、で、 t完成 lま~級である.

色絢iま灰白色を呈し、底部の約半分に緑色の自然糊が

付稽している.完形品。

杯身5.口径1l.8cm 器j1jj5.3cm 受部後13.9cm

底部1:1深〈丸い.受部iはほぼ水平に突出し、 2滞納は

鋭い.立ち上がりは内置きざみにのび、端部は丸くおさ

め、内IltiするI止を有する.底部の3分の2がへラ削リ

繍事長されている。胎土I:t.衝で、焼成はt援鍬である.色

鯛iまi炎背灰色を!lする。発形品。

杯身6.口径12.2cm 総務 3.9cm 受部径14.2cm

底部は平らで、総形全体に{腐lftである。受書11はほぼ

水平に突出し、その端部は丸〈仕上げられている。立

ち上がりはやや外反する部分と内作ぎみの部分とがあ

リ、端部はいずれも丸くおさめられている.底部の3

分の 2がへラ持IJり調繋されている。 j治土t:t.積?で砂粒が
混入し、焼成1;1:!l¥l級である。色調I:t.背灰色を呈する。

底部に木のま長僚がみられる。

ifi杯 7.口径 8.6cm 総務lO.8cm 後後 7.6cm 落昔日
後 2.7cm 低径 8.0cm

杯、部の口級審111まくの字形に外反し、端部にいたる。

杯、底部は斜め上方にのび、ロ縁部とのま克に畿を有する。

胸部はやや外皮ぎみに広がリ、中段下位に凹線2条を

有し、大きく外反してま能1切にいたる。脚立省特11はほぼ水
平で、わずかに問状に〈ぽむ.締揃烈i点文ヵ{;f.f¥1必昔11に
施されている。胸部上段には線状のスカシが、下段に

は三角形状のス7Jシが三方にみられる.下段ゅうたより

やや上方に 1条6本の液状文が織されている。外百百は

ほぼ会耐に綴き自鯛童話がされている。ょの領き自問盟主

i主、術tili烈点文が施されたf去にされ、抑制iの波状文は

J叢き自制強f余地されている。 H台土は管で、焼成{ま!摂級。

色制11:'11灰色を呈する。
重8.口径11.7cm 器禁商14.8cm f.本部批大筏13.0cm

ロ顕部はくの字形に外反して立ち上がり、ロ縁部で

大き〈外方に倒的し、端部を丸くおさめる。体昔日中央

よりややよ方に 1粂の凹紛がめぐる。休部全体に儀き

自調鐙がJiffiされているが、凶線よりよ方{ま検ナデ翻般

によリ消されている。給土I:t.密で、焼成iま1窓級。色翻

は背灰色を呈する.

魁9.口径1l.8om 線路12.0cm 体昔日放大径10.lcm

口政部{卓越普sからくの字形に外反して立ち上がり、

断面三角形の凸帯を有したのち斜めよ方!ニのび、端部

をつまみ上げている.体部殺大径付近に、回転へラ削

り痕がみられ、この部分に径1.2cmの問孔スカシが~

たれている.底割1にナデ制強が織されている以外iま、

検ナデ舗艶である。給土i主*で、焼成は股t致。色調iま
灰白色を呈する。

以上の~ff恋若手は移日山古墳鮮出土と伝えられ、J:i聖f

小~ニ校に保管されているものの一部である。制耳、 1 と

2は天井部が平怨なこと、九〈鈍い殺を宿することな

ど比較的類似している。時期lま1が2より恭子先行す

るLのと息わItる.杯身3・4・5・6It 3 -6の阪に

腹部b刊紙平なものから丸底のむのへとなり、立ち上が

りの端部の内Mの段が少しずつ退化し、段務的にl:t削

減し丸〈おさめるようになる。受部{止上方に突出して

端部を丸〈おさめていたものが、水平化し、繍tllS1ま鋭
くなっでいる.また、高杯 ・資 .ij!はそれぞれ 1点の

み紹介したが、議杯 ・4ぷ身の11寺，wlとほぼ問時期と思わ

れる.したがって、以上の須15絡は6t!t紀中頃米紫か
ら後半にかけてのものと徽定される.

3 
以上、必白山古~1鮮の出土i立物を車[{介してきた . 上

記の巡物は古墳時代後期のもので、この|時期l卓会倒的

に古1ftの内部主体に縦穴式;r，~長を緋築することが普及

し削除Wlでらめる.当春日山古川群の内部主体も例に
られず、総散が~ 2204左tllのほとんどが横穴式石室であ
る。号事・日仏Id1lt鮮の北方に立地する没1ft縦山d1JHIf.( 
113J.!i)、さらに滋~郡志賀JI汀所夜の;rî判1 古lJt砕 (注 3

)、ヨウ古坑群、遺風事11社域内古墳Itt等、こ の .ttlltl創立i~J

西地方でも布教の官尊lW築地である。また、この地織
の首・授に、小野 ・奥野 ・3長田 ・大宅 ・羽梁の初である
ワニ(和f耳・祁i生)氏が想定され、背後の総集駄にワ

ニ者11の氏が考えられている.ワニ氏と脅えIf古代の天

阜一族へ多数の后や議后を出し、密接かつ強大な外戚

関係をもっていた氏族である.

分布翻3援の給袋、各古ttとも比絞的遺存状況は良!s・
であり、内部情iをにおいては所ill1T字形の平而を有す

る徽穴式石室がみられることなど多秘多様である.

今後のil!IIMとして、内部情迭を滞納に分析し、待機
成主宰を検討することにより、湖西の古噴時代を跨るう

えにft思な資料となるであろう.

(問問先治、永野舟治、新出i窃久、香水兵彦)

(注1)丸山竜平 rj5;江和巡氏の考古学的研究、 l後図

Jt野泰白山古事1白書学のlfE史的背銃をめぐって」
(r日本史給j}'AJ第4純 1974年12月)

(設2)勢悶般行 ru.大津市tt!11J-小学校保管の木業

形尖総j (r滋賀文化財だより』ぬ4 1977年

7月)

(主主3)林博辺、 4与野泰樹「滋賀ilIl志1:i町石神 l号墳

関益事量管j ('滋~l県文化財務盗年字詰 I昭和49
年度J1976年)
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春日山古墳群出土遺物(真野小学校保管)
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42.大津市錦織出土の軒丸瓦

近年、大津市錦織地区の大津宮に関巡した発織測査

は注目に依する.その中にあって大総宮l時代の上l習に

は、必ず平安時代の滋織が存者Eする。ところによって

は平安時代の遺柿のみの場合もある。出土遺物にaつ
ては大惨'&;時代より数1;1:多〈、様車Eも盟ldである。こ

のうちには、平安時代の瓦も若干ではあるが含まれ、

平瓦の他、事干丸瓦、軒平瓦、平瓦、丸瓦と鬼瓦と忽わ

れる破片もI:H土している.

この中で、納~)L瓦、軒平瓦については昭和初年琵琶

湖1m鉄(現京阪mllI)神宮駅敷地内より数点出土し、
肥後利~氏はこの瓦について平安朝末と考えられると

し、 r三井寺の子院たる尊勝院かその実質の寺院に用い

られたものかJ(r滋賀県史E質調恋年報』第二|貯)と推

測され、平くから錦織に瓦を遣いた寺院の存絞が考え

ら札ていた。そ 4二で、今回新たに出土した瓦類の中で

府丸瓦について紹介したい。

現在、 j~f丸瓦は 3 秘業員が出土している。 Alま単弁十

二紫巡互依文府主LEで、上記の駅敷地内より大津市教委

の御家によって出土した府丸瓦で、昭和初年に出土し

た軒丸瓦と向氾品て・ある。また、問釈と防接する御所

え内遺跡地、らも破片が出土した.中!JJI;I:小さく 1+8

め迷子を配す。-:tE弁は先端を少し尖らせ、弁子{立瓜彼

状に盛り上がり、後線を形成する。2本の隣紙iで狭ま

れたま来文櫛には突山した18( ? )仰の珠文を配す.

各境界の界線は明瞭である。周縁は高〈内傾する而を
'" .'、

有す.瓦当裏面1;1:ナデ仕上げ後、ヘラ削りが絡さ札て

いる。さらに瓦当外周および丸瓦都内外而1.i-ifIiにへ

ラ削りが施されている。11台土には紛l砂がわずかに含ま

れ、やや硬い焼成で灰褐色を呈する。接合技法li瓦当

裂前上端部に織をはり込まず、丸瓦端を接合し内外商

に粘土をあてて補強する。iO:径は15cmを測る。

8はいわゆる剣頭文風め花弁を有する軒丸瓦で、 2

秘類が出土している。 Ba1立、御所之内滋跡より北北

西約 250mの錦織大将iII地区ょっj凶涼文1符平瓦 (0) 

とともに出土した軒丸Eである。弁・2訟の尖った複弁系

でおそらく七議になると忽われる.中u}li幽線で表わ

され、大きな迎子が配されるカ激li不明である。結晶

れが認められる。瓦当選~iï百から下端にかけてナデ制撃を

が施されている。やや~次質で淡補色を呈する。按合技

法はAと問機であるが補強粘土は少ない。 itr径1;1:約15
cmを測る。 Bb 1立、御所之内遺跡より西約501百の錦織

御所大平より出土した.重弁(五)楽i!i!1I際文軒並L瓦で

中房は隆起しおそらく 1+ 5の越子を配す。花弁・の悩
は広〈弁子も凸線で淡わし:詑弁状になる品問織の彫リ

1;1:浅い。瓦当itii会休に木目痕が明僚に残る。瓦当裂前

c 

錦織出土の車干丸Jii:.車千平瓦();，1) 

から外周にかけてナデ ・指圧痕が残る。胎土には総!砂

を多〈含み、焼成I;l: L~級で1ザ灰色を呈する。直径は約

14cmを測る。なお、軒丸瓦とともに出土したDの粁平

瓦は、京高11六角:!o:・lili勝寺 ・法勝寺等で同文品が出土

しており、この"f~瓦1;1: r来栖ff瓦昼J盗とみられる。
(来安利二三 F平安京古瓦隠録』本編図版解説 昭和

52年)

CI立、御所之内遺跡から出土した単弁四楽巡務文章千

九:瓦で為る。中}jJI;I:;k.ぃ倒線で表わすが巡子1;1:不明で

ある。花弁iま輔のj広い玄珠形を呈す。花弁lま肉厚でJ.L

1旅をもっ.11:.弁に 1;1:目立をぬいた後、瓦当面が~Ip しつぶ

され偏平なものもある。周縁はごくー綿織るが大部分

は削らlL、花弁先端ぎリぎりまで削られている.瓦当

下端および外E警はへラ削りされ、議商には指圧痕を残

すD n台土には制11砂粒を若干含み、焼成{立段級で時灰色

を呈する。直径は約llcmを測る。

以上、新し〈出土した軒丸瓦は平安時代中期から後

J切にかけてのものである.これらの軒丸瓦類は、同じ

平安時代の逃瓦を出土する南滋賀B王寺や伝~!~稲毛F跡の

ものと比して文様を災.にするが、三井寺境内からはや

やモチーフを契.にするも剣頭文系の軒丸瓦が出土(石

田政作 r三井寺・発見の古瓦に就いてJ r隠滅寺の研究

』昭和6年)しており、三井寺との関係がうかがえる。

このことから、錦織には地形的見地や文献などから、

肥後氏のいう三*考の子院である線勝焼かその類の寺

院が存イ正した可能性1;1:強い。しかし、現段階では等-院

跡とする被告伝的な資料lま検出されておらず、推定め械

をでていない。

こうした中で、今後の発J臨調議や周辺の遺跡の発射

翻殺が進むにつれて、平安時代の寺院すなわち噂勝院

の位訟は判明していくものと思われる. (~JJ.泰樹)
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